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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の屋上の防水層上に設けられるコンクリートの凹凸部を構築する際に使用される堰
板兼仕上げ材であって、
　堰板兼仕上げ材本体は弾性素材で形成され、前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面が打設
するコンクリートに接する面とされ、前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面にはネット材が
設けられ、更に前記ネット材は前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面とコンクリートに接す
る面側とされる前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面の間を跨いで前記堰板兼仕上げ材本体
の一側表面の一部に掛かるように設けられ、
　ネット材を設けた前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面および前記堰板兼仕上げ材本体の
一側表面の一部に樹脂モルタル層が積層され、
　前記ネット材は、その端部が前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面の一部に積層された樹
脂モルタル層の端部から樹脂モルタル層の外へ任意の長さ突出していることを特徴とする
堰板兼仕上げ材。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の屋上の防水層上に設けられるコンクリートの凹凸部を構築する際に使
用される堰板兼仕上げ材に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　建物の屋上の防水層上には、防水層を押さえる押さえコンクリートが打設され、このコ
ンクリートには、種々の目的で、例えば、変電装置、水槽その他の屋外機器といった設備
を設置するための設備設置基礎コンクリートや排水溝といった、コンクリートの凹凸部が
構築されている。
【０００３】
　従来、例えば、排水溝を構築する場合、排水溝の両溝壁を形成する合板等で形成された
２枚の溝壁用パネルからなる型枠を使用し、防水層押さえコンクリート仕上げの際に、屋
上のスラブに積層された防水層の上に、前記２枚の溝壁用パネルを対向させて配置し、モ
ルタル等で固定して型枠を構築する。この後、防水保護コンクリートを打設する防水層の
上に、２枚の溝壁用パネルの外側に２枚の溝壁用パネルから所定寸法離して防水保護コン
クリートの伸縮を吸収するための伸縮目地（ボーダー目地）を配置し、コンクリートを打
設する。コンクリートが固化したら型枠を解体し、支持パネルを撤去し、成形された溝内
は、モルタルで水勾配に合わせて溝底を仕上げる。このようにして、防水保護コンクリー
ト仕上げした屋上に排水溝を構築するといった手段が知られている。（例えば、特許文献
１参照。）。
【０００４】
　また、設備設置基礎コンクリートを構築する場合としては、設備設置基礎コンクリート
周溝壁を形成する合板等で形成された４枚のパネルからなる型枠を使用し、防水層を押さ
える押さえコンクリートを打設した後、コンクリートの上に前記４枚のパネルを配置して
型枠を構築する。この後、構築された型枠内にコンクリートを打設し、コンクリートが固
化したら型枠を解体する。このようにして、設備設置基礎コンクリートを構築するといっ
た手段が知られている。また、他の手段として、防水層から設備設置基礎コンクリートの
上端までの高さを有し押出し成形セメント板で形成された設備設置基礎コンクリート周溝
壁を形成する４枚のパネルからなる型枠を使用し、防水層押さえコンクリート仕上げの際
に、屋上のスラブに積層された防水層の上に、前記４枚のパネルを配置し、モルタル等で
固定して型枠を構築する。この後、防水層押さえコンクリートを打設する防水層の上に、
型枠の外側周囲に防水層押さえコンクリートの伸縮を吸収するための伸縮目地を配置し、
型枠外には所定の高さまで、そして型枠内には型枠の高さまで防水層押さえコンクリート
を打設する。このようにして、設備設置基礎コンクリートを構築するといった手段が知ら
れている。
【特許文献１】特開平１０－３１７６１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のように、従来行われている建物の屋上における設備設置基礎コンクリートや排水
溝といった、コンクリートの凹凸部の構築にあっては、その多くが型枠が使用され、凹凸
部構築用のコンクリート打設後、型枠を解体して撤去するといった煩わしい作業工程があ
り、また、型枠が合成樹脂板で形成されている場合は、解体後の廃材処理に問題を残して
いる。
【０００６】
　また、設備設置基礎コンクリートを、設備設置基礎コンクリート周溝壁を形成する押出
し成形セメント板で形成された４枚のパネルからなる型枠を使用して構築した場合は、型
枠が設備設置基礎コンクリートの壁を構成するため、型枠を解体して撤去するといった煩
わしい作業工程が無くなるが、屋上のスラブに積層された防水層の上に型枠を構築した後
、防水層押さえコンクリートを打設する防水層の上に、型枠の外側周囲に防水層押さえコ
ンクリートの伸縮を吸収するための伸縮目地を配置するといった煩わしい作業工程がある
といった問題があった。
【０００７】
　本発明の目的は、建物の屋上の防水層上に設けられるコンクリートの凹凸部を構築する
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作業を、防水層押さえコンクリート打設時に同時に成形でき、しかも目地材の配置作業や
型枠の撤去作業を無くした堰板兼仕上げ材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために請求項１に記載の発明は、建物の屋上の防水層上に設けら
れるコンクリートの凹凸部を構築する際に使用される堰板兼仕上げ材であって、堰板兼仕
上げ材本体は弾性素材で形成され、前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面が打設するコンク
リートに接する面とされ、前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面にはネット材が設けられ、
更に前記ネット材は前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面とコンクリートに接する面側とさ
れる前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面の間を跨いで前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面
の一部に掛かるように設けられ、ネット材を設けた前記堰板兼仕上げ材本体の他側表面お
よび前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面の一部に樹脂モルタル層が積層され、前記ネット
材は、その端部が前記堰板兼仕上げ材本体の一側表面の一部に積層された樹脂モルタル層
の端部から樹脂モルタル層の外へ任意の長さ突出していることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に記載の堰板兼仕上げ材によれば、堰板兼仕上げ材本体は弾性素材で形成され
、該堰板兼仕上げ材本体の表面にはネット材が設けられ、ネット材を設けた前記堰板兼仕
上げ材本体の表面には、少なくともコンクリートから露出する部分に樹脂モルタル層が積
層されているので、堰板兼仕上げ材はコンクリートの凹凸部成型用の型枠として十分な強
度を有し、そして、建物の屋上の防水層押さえコンクリート仕上げに際し、防水層上にコ
ンクリートの凹凸部を構築する場合、屋上のスラブに積層された防水層の上に、構築しよ
うとするコンクリートの凹凸部に応じて堰板兼仕上げ材を配置し、堰板兼仕上げ材を防水
層に接着剤等で固定することにより凹凸部の型枠を構築することができる。そして、防水
層押さえコンクリートを打設し凹凸部を成形した後、堰板兼仕上げ材を撤去せずそのまま
凹凸部の壁体として残しておくことができるので、防水層押さえコンクリートの打設後、
型枠を構築する堰板兼仕上げ材を撤去する必要が無く、その分作業が容易になり、また、
従来のような型枠の解体後の廃材処理といった問題も無い。
【００１２】
　また、堰板兼仕上げ材本体は弾性素材で形成されているので、コンクリートの膨張・収
縮を吸収する目地となり、また、凹凸部の成形とは別作業として従来行われていた凹凸部
の周囲の防水層押さえコンクリートの膨張・収縮を吸収するための目地材を別途配置する
作業が無くなり、また、凹凸部の成形に関わる業者も少なくて済むことから、建物の屋上
の防水層上に設けられるコンクリートの凹凸部の構築作業が容易に行えるものとなる。
【００１３】
　また、前記ネット材は、その端部が樹脂モルタル層の端部から樹脂モルタル層の外へ任
意の長さ突出しているので、屋上のスラブに積層された防水層の上に、堰板兼仕上げ材を
配置して凹凸部の型枠とし、そして、防水層押さえコンクリートを打設したとき、樹脂モ
ルタル層の端部から樹脂モルタル層の外へ突出しているネット材の端部が防水層押さえコ
ンクリート内に埋設状態となってアンカーとしての機能を果たし、防水層押さえコンクリ
ートからの堰板兼仕上げ材の剥離を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明に係る堰板兼仕上げ材を実施するための最良の形態を説明する。
【００１６】
　図１は本発明に係る堰板兼仕上げ材の実施の第１例を示す斜視図、図２は本例の堰板兼
仕上げ材の層構造を示す部分拡大切欠斜視図、図３は本例の堰板兼仕上げ材の層構造を示
す部分拡大断面図である。
【００１７】
　本例の堰板兼仕上げ材１は、建物の屋上の防水層上に設けられるコンクリートの凹凸部
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を構築する際に、凹凸部成型用の型枠として使用されるものであって、その形状は成形し
ようとする凹凸部の外形に対応する大きさの板状体となっている。
【００１８】
　前記堰板兼仕上げ材１は、弾性素材で形成された堰板兼仕上げ材本体２の表面にネット
材３が設けられ、ネット材３を設けた堰板兼仕上げ材本体２の表面に、少なくとも打設す
るコンクリートから露出する部分に樹脂モルタル層４が積層された構成となっている。
【００１９】
　前記堰板兼仕上げ材本体２を形成する弾性素材としては、発泡ポリエチレン、発泡スチ
ロールの如き合成樹脂の発泡体等が使用されるが、これに限られるものではない。
【００２０】
　また、弾性素材で形成された堰板兼仕上げ材本体２の表面に設けられたネット材３とし
ては、例えばガラスクロスメッシュ、ガラスファイバーメッシュ、耐アルカリ性ガラス繊
維メッシュ、アラミド繊維メッシュ、炭素繊維メッシュ、ナイロンメッシュ、ビニロンメ
ッシュ、或いはポリプロピレンメッシュ等が挙げられる。このネット材３は、堰板兼仕上
げ材本体２の表面に固定して張られているが、その固定手段にあっては特に限定されるも
のではなく、容易に脱落しない程度に張られていればよい。
【００２１】
　また、ネット材３を設けた堰板兼仕上げ材本体２の表面に積層された樹脂モルタル層４
は、例えばセメント、樹脂エマルジョンを必須成分として含有する。樹脂エマルジョンと
しては、例えばアクリル樹脂、アクリルシリコーン樹脂等のアクリル系樹脂からなるアク
リル系樹脂エマルジョンが挙げられる。セメントは、樹脂モルタルに係る技術分野におい
て公知のセメント材料であれば特に限定されず、例えばポルトランドセメント、アルミナ
セメント等が挙げられ、これらは単独で、または２種以上を併用して用いることができる
。
【００２２】
　また、本例では、前記ネット材３は、図１、図２に示すように、その端部３ａが樹脂モ
ルタル層４の端部から樹脂モルタル層４の外へ任意の長さフリーの状態で突出している。
【００２３】
　このように構成された堰板兼仕上げ材１によれば、堰板兼仕上げ材本体２は弾性素材で
形成され、堰板兼仕上げ材本体２の表面にはネット材３が設けられ、ネット材３を設けた
堰板兼仕上げ材本体２の表面に樹脂モルタル層４が積層されているので、堰板兼仕上げ材
１はコンクリートの凹凸部成型用の型枠として十分な強度を有する。
【００２４】
　そして、建物の屋上の防水層押さえコンクリート仕上げに際し、防水層上にコンクリー
トの凹凸部を構築する場合、屋上のスラブに積層された防水層の上に、構築しようとする
コンクリートの凹凸部に応じて堰板兼仕上げ材１を配置し、堰板兼仕上げ材１を防水層に
接着剤等で固定することにより凹凸部の型枠を構築することができる。
【００２５】
　そして、防水層押さえコンクリートを打設し凹凸部を成形した後、堰板兼仕上げ材１を
撤去せずそのまま凹凸部の壁体として残しておくことができるので、防水層押さえコンク
リートの打設後、型枠を構築する堰板兼仕上げ材１を撤去する必要が無い。
【００２６】
　また、堰板兼仕上げ材本体２は弾性素材で形成されているので、コンクリートの膨張・
収縮を吸収する目地となり、また、凹凸部の成形とは別作業として従来行われていた凹凸
部の周囲の防水層押さえコンクリートの膨張・収縮を吸収するための目地材を別途配置す
る作業が無い。
【００２７】
　また、本例では、前記ネット材３は、その端部３ａが樹脂モルタル層４の端部から樹脂
モルタル層４の外へ任意の長さフリーの状態で突出しているので、屋上のスラブに積層さ
れた防水層の上に、堰板兼仕上げ材１を配置して凹凸部の型枠をし、そして、防水層押さ
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えコンクリートを打設したとき、樹脂モルタル層４の端部から樹脂モルタル層４の外へ突
出しているネット材３の端部３ａが防水層押さえコンクリート内に埋設状態となってアン
カーとしての機能を果たす。
【００２８】
　次に、上記のように構成された堰板兼仕上げ材１の使用例を図４により説明する。図４
は、建物の屋上の防水層上に、設備設置基礎コンクリートを構築する場合の使用例を示す
説明図である。
【００２９】
　先ず、屋上のスラブ５に積層された防水層６に、設備設置基礎コンクリートを構築する
位置に型枠となる堰板兼仕上げ材１を固定するためのピン７を有する固定部材８を、接着
剤で固定する。
【００３０】
　次に、固定部材８のピン７に堰板兼仕上げ材１を突き刺し、防水層６上に防水層から設
備設置基礎コンクリートの上端までの高さを有する堰板兼仕上げ材１を配置して構築しよ
うとする設備設置基礎コンクリートの型枠９を構築する。
【００３１】
　この後、防水層６の上に、型枠９外には所定の高さまで、そして型枠９内には型枠９の
高さまで防水層押さえコンクリート１０を打設する。このようにして、屋上に設備設置基
礎コンクリート１１が構築される。
【００３２】
　図５は本発明に係る堰板兼仕上げ材の実施の第２例を示す斜視図である。なお、前述し
た図１乃至図３に示す第１例と対応する部分には、同一の符合を付して示している。
【００３３】
　本例の堰板兼仕上げ材１は、前記第１例と同様に、堰板兼仕上げ材１は、弾性素材で形
成された堰板兼仕上げ材本体２の表面にネット材３が設けられ、ネット材３を設けた堰板
兼仕上げ材本体２の表面に、少なくとも打設するコンクリートから露出する部分に樹脂モ
ルタル層４が積層された構成となっている。
【００３４】
　本例では、前記堰板兼仕上げ材本体２の一側の表面でコンクリートに接する面が、ネッ
ト材３を設けず樹脂モルタル層４を積層しない堰板兼仕上げ材本体露出面２ａとされ、堰
板兼仕上げ材本体露出面２ａにアリ溝１２が形成されている。その他の構成は、前記第１
例と同様となっているので、第１例の説明を援用する。
【００３５】
　なお、本例では、第１例と同様に、前記ネット材３は、その端部３ａが樹脂モルタル層
４の端部から樹脂モルタル層４の外へ任意の長さフリーの状態で突出しているが、ネット
材３の端部３ａが樹脂モルタル層４の端部から樹脂モルタル層４の外へ突出していなくて
もよい。
【００３６】
　このように構成された堰板兼仕上げ材１は、第１例と同様に、コンクリートの凹凸部成
型用の型枠として十分な強度を有する。そして、建物の屋上の防水層押さえコンクリート
仕上げに際し、防水層上にコンクリートの凹凸部を構築する場合、堰板兼仕上げ材１によ
り凹凸部の型枠を構築することができ、防水層押さえコンクリートの打設後、型枠を構築
する堰板兼仕上げ材１を撤去する必要が無い。また、堰板兼仕上げ材本体２は弾性素材で
形成されているので、コンクリートの膨張・収縮を吸収する目地となり、凹凸部の周囲の
防水層押さえコンクリートの膨張・収縮を吸収するための目地材を別途配置する作業が無
い。
【００３７】
　また、本例では、前記堰板兼仕上げ材本体２の一側の表面でコンクリートに接する面が
、ネット材３を設けず樹脂モルタル層４を積層しない堰板兼仕上げ材本体露出面２ａとさ
れ、堰板兼仕上げ材本体露出面２ａにアリ溝１２が形成されているので、屋上のスラブに
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積層された防水層の上に、堰板兼仕上げ材１を配置して凹凸部の型枠をし、そして、防水
層押さえコンクリートを打設したとき、堰板兼仕上げ材本体露出面２ａに形成されたアリ
溝１２内に防水層押さえコンクリートが入り、アリ溝１２内に入って固化した防水層押さ
えコンクリートがアリとなることから、防水層押さえコンクリートからの堰板兼仕上げ材
１の剥離を防止することができる。
【００３８】
　また、本例では、前記ネット材３は、その端部３ａが樹脂モルタル層４の端部から樹脂
モルタル層４の外へ任意の長さフリーの状態で突出しているので、屋上のスラブに積層さ
れた防水層の上に、堰板兼仕上げ材１を配置して凹凸部の型枠をし、そして、防水層押さ
えコンクリートを打設したとき、樹脂モルタル層４の端部から樹脂モルタル層４の外へ突
出しているネット材３の端部３ａが防水層押さえコンクリート内に埋設状態となってアン
カーとしての機能を果たすので、より確実に防水層押さえコンクリートからの堰板兼仕上
げ材１の剥離を防止することができるものとなる。
【００３９】
　上記のように構成された堰板兼仕上げ材１の使用例は、前記第１例と同様なので、第１
例の使用例を示す図４を援用し、その説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明に係る堰板兼仕上げ材の実施の第１例を示す斜視図。
【図２】本例の堰板兼仕上げ材の層構造を示す部分拡大切欠斜視図。
【図３】本例の堰板兼仕上げ材の層構造を示す部分拡大断面図。
【図４】本発明に係る堰板兼仕上げ材の使用例を示す説明図。
【図５】本発明に係る堰板兼仕上げ材の実施の第２例を示す斜視図。
【符号の説明】
【００４１】
１　堰板兼仕上げ材
２　堰板兼仕上げ材本体
２ａ　堰板兼仕上げ材本体露出面
３　ネット材
３ａ　ネット材の端部
４　樹脂モルタル層
５　スラブ
６　防水層
７　ピン
８　固定部材
９　型枠
１０　防水層押さえコンクリート
１１　設備設置基礎コンクリート
１２　アリ溝
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